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活動名 ミニぞうりストラップ 

活動概要 

かつて交通の要所として栄えた御殿場では、旅人の足となる草履
ぞうり

や草鞋
わらじ

づくりが盛んでした。麻ひもを使うことで、スト

ラップサイズのミニ草履
ぞうり

が作れます。 

育つ力 積極性 やり抜く力 学ぶ力 

諸条件 

場  所 研修室 対  象 小学校４年生以上 

所要時間 片足：45分～1時間 人  数 何名でも可 

時  期 全シーズン 天  候 いつでも可 

活動の 

教育的効果 

（１）麻ひもを手順に従って編んでいくことで草履づくりのスキルを身に付けることができます。 

（２）草履づくりの際に仲間とコミュニケーションをとり、教え合う等の活動を通して、協力性が養われます。 

（３）草履が完成することで、達成感を味わうことができます。 

準備 

するもの 

団体が準備するもの 交流の家が貸し出すもの 

□麻ひも（片足分 約2m位） 

 ※綿製の毛糸も代用可能 

□ヘアピン（1人1本） 

□クリップ（1人分３個）※セロテープでも可能 

□草履作成工程資料 

活動内容 

（手順） 

時 間 項 目 内   容 備  考 

事前 安全指導 □ひもを扱うことについての指導  

15分 準備 

□草履
ぞうり

と富士山の関係について説明をする。(各団体) 

□麻ひも（片足分…①1m、②50cm、③10cm）を準備

する。 

※説明パネル 

60～90分 草履作成 

□芯縄によこひもをかけて２回まきつける。 

□よこひもを編み込んでいく。 

（別紙工程参照） 

□途中で、鼻緒になる部分を編み込む。 

□よこひもの編み込みが終わったところで、芯縄の２本を

手前に引き、形を整える。 

※草履作成工程 

15分 片付け 
□ひもの切りくず等のごみを掃除する。 

□貸出物品を事務室に返却する。 
 

想定される

リスク 

□怪我（ひもに引っ掛かり転倒、ひもが肌に触れた際に擦れる） 

□繊維によるアレルギーの可能性 

指導のバリ

エーション 

□麻ひもではなく、太いひも（ＰＥロープ等）や布（ひも状）を用いることで、実寸大の草履を作ることができます。（こ

の場合、材料となるひもがより長く必要になります。） 

備考  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


